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１．結論と要約

２．第2四半期決算概要

３．セグメント別状況と展望

①グループ概況

②インターネットインフラ事業

③インターネット金融事業

④インターネット広告・メディア事業

⑤モバイルエンターテイメント事業・その他の事業

４．グループ戦略
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第2四半期決算（1-6月）｜サマリ

• 売上過去最高。金融の復調、インフラの好調で下期利益キャッチアップ

• 下期以降の最終利益は税負担改善を織り込む

結論と要約

（億円）
Q2’16

（1-6月）

通期

業績予想

Q2’17

（1-6月）
対前年 進捗率

売上高 667.0 1,450 743.4 +11.4％ 51.3％

営業利益 86.9 190.0 74.9 ▲13.7％ 39.5％

経常利益 83.4 185.0 73.7 ▲11.6％ 39.9％

最終利益 36.0 80.0 19.5 ▲45.9％ 24.4％
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第2四半期決算（4-6月）｜各セグメントの状況（対前年）
結論と要約

ネット
インフラ

売 上 204.5億 （同+28.8％）

営業利益 18.0億 （同+12.8％）

初の200億超え、投資をこなしつつ増益に

ネット
金融

売 上 68.5億 （同▲12.0％）

営業利益 22.7億 （同▲31.4％）

Brexit反動減も、対前四半期では収益率回復

ネット
広告・メディア

売 上 110.0億 （同+6.2％）

営業利益 1.9億 （同▲9.8％）

新旧商材の端境期

モバイル
エンターテイメント

売 上 2.3億 （同▲59.3％）

営業利益 ▲1.2億 （前期は▲0.8億）

新規タイトルのリリースを4Qに予定
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営業利益 39.6億（対前年21.3%減）

①Brexitの反動減、②ブランディングのための一時コスト（その他事業）

計上により最高益であった前年同期からは減益に

第2四半期決算（4-6月）｜営業利益増減（対前年）
結論と要約

Q2’16

（億円）
+2.0

▲2.8

50.3

39.6

+1.3

インフラ
VC

▲0.2 ▲0.5

広告
・

メディア

モバイル

Q2’17

43.7

その他

金融

▲10.4
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営業利益 39.6億（対前四半期11.9%増）

金融回復も、インフラでの投資コスト先行、ブランディングのための一時

コスト（その他事業）計上により4.3億の増益にとどまる

第2四半期決算（4-6月）｜営業利益増減（対前四半期）
結論と要約

Q1’17

（億円） +10.5

▲2.8

35.3
39.6

+1.0

金融

VC

▲0.3 ▲0.5

モバイル 広告
・

メディア

Q2’17

その他

インフラ

▲3.5

minne広告増
Z.comプロモ

▲1.5
▲1.0
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対前四半期

6.3％増収

11.9％増益

四半期業績推移
第2四半期決算概要

売上

営業利益

（億円）

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q2

39.6

382

335
360

35.3

50.3

309

46.4

Q1
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セグメント別四半期売上推移
第2四半期決算概要

（億円）

インフラ

最高売上を牽引

204

68

110

197
158

133

115

103

90

55

78

78

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q2Q1

382

335
360

309

その他
インキュベーション
モバイルエンターテイメント
ネット金融
ネット広告・メディア
ネットインフラ
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対前四半期

金融回復

セグメント別四半期利益推移

（億円）

18.0

22.7

▲1.2

1.9

第2四半期決算概要

39.6
50.3

▲0.6

15.9

33.1

2.1

35.3

▲0.8

21.5

12.2

2.5

46.4

▲0.9

12.1

28.0

2.1

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q2Q1

4.8

その他
インキュベーション
モバイルエンターテイメント
ネット金融
ネット広告・メディア
ネットインフラ

▲3.0

1.0
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(億円)
Q2'16

(16年1-6月)

Q2'17

(17年1-6月)
増減 補足

売上高 667.0 743.4 11.4%

売上総利益 341.9 356.4 4.3%

営業利益 86.9 74.9 -13.7%

（営業利益率） 13.0% 10.1% -2.9pt

営業外損益 -3.4 -1.1 -

経常利益 83.4 73.7 -11.6%

特別損益 -1.5 -5.3 -

税前利益 81.9 68.4 -16.5%

法人税等 33.1 35.8 8.1%

親会社株主に

帰属する純利益
36.0 19.5 -45.9%

PLサマリー
第2四半期決算概要

税負担率が一時的に上昇、
対前年+12.0ptの52.4%に

(17年)インシデント関連 ▲2.6億
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第2四半期決算概要

BSサマリー

(億円)
2016年

12月末

2017年

6月末
増減

GMO

クリックHD

(2017年6月末)

増減

流動資産 5,539 5,701 2.9% 4,650 4.1%

現金預金 902 775 -14.1% 297 -19.9%

固定資産 349 348 -0.1% 50 3.4%

のれん 38 35 -7.8% - -

ソフトウェア 43 47 10.8% 11 -2.3%

投資有価証券 78 73 -5.6% 16 5.2%

資産合計 5,888 6,050 2.8% 4,700 4.1%

負債 5,226 5,372 2.8% 4,408 4.0%

有利子負債 715 669 -6.3% 497 -9.0%

純資産 661 677 2.4% 291 5.2%

非支配株主持分 265 274 3.4% - -

自己資本 395 402 1.7% 291 5.2%

利益剰余金 333 340 2.1% 254 5.3%

(自己資本比率) 6.7% 6.6% -0.0pt 6.2% +0.1pt

負債・純資産合計 5,888 6,050 2.8% 4,700 4.1%
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CFサマリー
第2四半期決算概要

（億円）

財務キャッシュフロー

現金同等物の増減額

Q2’16
（1-6月）

▲150.4

▲78.1

249.5

13.5

▲34.0

▲51.5

▲69.9

▲153.5

営業キャッシュフロー

投資キャッシュフロー

Q2’17
（1-6月）

現金同等物の期末残高 762.8 747.7

GMOクリックHD
（1-6月）

▲7.8

▲30.8

▲62.0

▲100.5

271.5

有形・無形固定資産の
取得：▲24億
定期預金預入：▲26億

金融事業における
顧客資産の増加：▲19億
法人税等の支払：▲32億

主な変動要因

有利子負債減：▲45億
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第2四半期決算概要

上場グループ会社

時価総額・持分相当額
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コード 銘柄名 市場
時価総額
（億円）

持分比率
持分相当額
（億円）

9449 GMOインターネット 東証1部 1,642

3769 GMOペイメントゲートウェイ 東証1部 2,507 51.6％ 1,293

7177 GMOクリックHD 東証JQS 915 80.8％ 739

3788 GMOクラウド 東証1部 468 51.8% 242

3633 GMOペパボ 東証JQS 91 64.1％ 58

4784 GMOアドパートナーズ 東証JQS 80 55.8％ 44

6180 GMOメディア マザーズ 54 65.5% 35

3695 GMOリサーチ マザーズ 41 53.7% 22

6026 GMO TECH マザーズ 28 54.1% 15

グループ合計 5,826 2,448

上場グループ会社 時価総額・持分相当額

※1：時価総額は7/28時点、※2：持分比率は間接保有分を含む、※3：単純合算

※1 ※2

※3

第2四半期決算概要
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１．結論と要約

２．第2四半期決算概要

３．セグメント別状況と展望

①グループ概況

②インターネットインフラ事業

③インターネット金融事業

④インターネット広告・メディア事業

⑤モバイルエンターテイメント事業・その他の事業

４．グループ戦略
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事業領域
グループ概況

※売上比率はセグメント間取引消去前の数値で算出
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グループの強み（技術力）

エンジニア比率目標：50%超

グループ概況

全商材内製化
販売・サポート
全てを自社提供

顧客満足度No.1

4,876

44.2％

42.0％

5,275
（人）

パートナー数
エンジニア比率

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q2Q1
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決 済

セキュリティ
（SSL）

クラウド・ホスティング

ドメイン・レジストラ
圧倒的

１位

圧倒的

１位

１位

１位

EC支援１位

導入店舗数 8.8万

有料店舗数7.5万

証明書108.3％増

国内gTLDシェア89.５％

国内
ホスティングシェア54.9％

事業構成

全インフラ商材で「ナンバーワン」

インターネットインフラ事業

※1：当社調べ ※2：ICANN調べ ※3：Webhosting.info調べ ※４：4-6月期対前年国内発行枚数増加率

※2

※3

ドメイン・レジストリ
圧倒的

１位
ブランドTLD（企業名等）
国内新gTLDシェア81.7％

※1

※4
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第2四半期業績推移
インターネットインフラ事業

18.0
15.9

13.6

204

133

158

Q2
13

Q2
15

Q2
17

Q2
14

Q2
16

売上：対前年 28.8％増

ドメイン

クラウド
ホスティング

EC支援

セキュリティ

決済

アクセス

94

114
12.1

13.2
55

12

21

35

20

44

その他

19

34

19

11

29

32

決済・アクセスの好調続く minneの広告増（1.2億）、受託
案件の一時コスト計上（0.8億）を
こなしつつ増益決算

営業利益：同 12.8％増
（億円） （億円）

Q2
13

Q2
15

Q2
17

Q2
14

Q2
16
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対前年

28.8％増収

12.8％増益
売上

営業利益

四半期業績推移
インターネットインフラ事業

18.0
21.5

15.9

（億円）

4.8

2.3

2.6

※オレンジ色は戦略投資など

204
197

158

12.1

3.0

133

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q2Q1
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決済大幅増

過去最高

204億

セグメント別四半期売上推移
インターネットインフラ事業

その他
アクセス
決済
セキュリティ
EC支援
クラウド・ホスティング
ドメイン

55

12

21

35

2019

34

19

11

29

32

19

35

21

12

55

（億円）

4439

15

34

11

21

25

14

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q2Q1

204
197

158

133
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売 上

営 業 利 益

57.1 億

14.0 億

（+85.0％）

（+30.4％）

決済代行・金融関連・海外ともに好調

後払いについては与信モデルをチューニング中

売 上

営 業 利 益

30.0 億

2.0 億

（+5.5％）

（+19.7％）

セキュリティ事業が好調。エンタープライズ向け順調、

常時SSL化によるニーズの多様化も追い風

売 上

営 業 利 益

18.6 億

▲0.2 億

（+5.1％）

（前年は0.5億）

ストック型事業（ホスティング・EC支援）が堅調に推移

minneの広告費は3.8億に（対前年+1.2億）

主なグループ会社｜第2四半期（4-6月）業績サマリ
インターネットインフラ事業
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対前年

3.7％増

847万件

816

契約件数
インターネットインフラ事業

847
844

（万件）

※

※minneのKPI含まず

682

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q2Q1
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２．第2四半期決算概要

３．セグメント別状況と展望
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第2四半期業績推移
インターネット金融事業

22.7

33.1

10.5

68
78 78

56
47

28.0

11.7

売上：対前年 12.0％減

Brexitの反動減により前年割れに 前年同期比では高収益通貨ペアの
ポンド取引が減少

営業利益：同 31.4％減
（億円） （億円）

Q2
13

Q2
15

Q2
17

Q2
14

Q2
16

Q2
13

Q2
15

Q2
17

Q2
14

Q2
16
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カバー取引の
最適化等により
収益性が回復

対前四半期

23.1％増収

86.3％増益

55

78

四半期業績推移
インターネット金融事業

12.2

33.1

68

（億円）

売上

営業利益

22.7

78

28.0

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q2Q1
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5年連続

取引高

世界No.1

GMOクリックHD｜KPI（取引高・マーケットシェア）推移
インターネット金融事業

（兆円） 取引高

シェア

358

257

24.8％

345 327

27.3％

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q2Q1

26.8％

GMOクリックHD2017年12月期第1四半期決算説明会資料データ及び金融先物取引業協会「店頭FX月次速報」より当社作成
※1 2015年3月以降は、GMOクリック証券、FXプライムbyGMOの取引高合算数値
※2 グループ・シェアは、金融先物取引業協会「店頭FX月次速報」を市場全体として対象3ヶ月間の売上高の合算にて算出 ※3 Finance Magnates調べ

※3242
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GMOクリックHD｜主要KPI
インターネット金融事業

GMOクリックHD社 2017年12月期 第1四半期資料より
FX取引高シェア、株式売買代金シェアは金融先物取引業協会、日本取引所グループ公表資料

※FX(店頭FX)のデータは、GMOクリック証券及びFXプライムbyGMOの合計値
※株式売買代金シェアは、2市場の株式等個人委託売買代金(ETF・REIT含む)に占めるシェア

FX

株

取引高 取引高シェア

257兆円

売買代金 売買代金シェア 信用取引残高
(2017年6月末)

1,146億円

前年同月末800億円

(2017年4-6月)(2017年4-6月)

(2017年4-6月) (2017年4-6月)

7.5%

24.8%

前年同期26.8%

前年同期8.4%

前年同期327兆円

5.2兆円

前年同期5.7兆円

預り証拠金残高

1,434億円

(2017年6月末)

前年同月末1,260億円
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第2四半期業績推移
インターネット広告・メディア事業

1.92.1

3.9

110

90

103

ネット
メディア

ネット
広告

リサーチ
その他

79 82

2.1

5.9

30

71

7

61

35

7

売上：対前年 6.2％増

ネット広告好調も、ネットメディアが
伸び悩み

新旧商材の端境期。アドテク商材は
伸長も、利幅の大きい既存ネット
メディア商材の落ち込み補いきれず

営業利益：同 9.8％減
（億円） （億円）

Q2
13

Q2
15

Q2
17

Q2
14

Q2
16

Q2
13

Q2
15

Q2
17

Q2
14

Q2
16
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対前年

6.2％増収

9.8％減益

四半期業績推移
インターネット広告・メディア事業

2.51.9

（億円）

売上

営業利益

2.1 2.1

115

103

90

※灰色は決算修正

110

2.3

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q2Q1
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アドテク商材「Akane」
広告代理が好調

110

■ インターネットメディア

■ インターネット広告

■ インターネットリサーチ・その他

インターネット広告・メディア事業

30

71

7

セグメント別四半期売上推移

（億円）

52

33

5

73

33

8

61

35

7 ネット広告

17.2％増収

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q2Q1

103

90

115
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インターネット広告・メディア事業

主なグループ会社｜第2四半期（4-6月）業績サマリ

売 上

営 業 利 益

80.6 億

0.9 億

（+14.6％）

（+189.4％）

広告代理、アドテク商材「Akane」「TAXEL」好調
テクノロジーシフト投資の果実獲得フェーズへ

売 上

営 業 利 益

5.7 億

0.1 億

（▲9.9％）

（前年は▲0.3億）

ストック型のO2O事業が四半期黒字化を達成

売 上

営 業 利 益

7.9 億

0.6 億

（+8.1％）

（+32.1％）

海外好調。大手クライアントへの営業体制強化が奏功

売 上

営 業 利 益

9.5 億

0.6 億

（▲24.9％）

（▲36.1％）

ECメディア「スマートフォン・ポイントタウン」は
堅調も、広告配信レギュレーションの変更が逆風
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１．結論と要約

２．第2四半期決算概要

３．セグメント別状況と展望

①グループ概況

②インターネットインフラ事業

③インターネット金融事業

④インターネット広告・メディア事業

⑤モバイルエンターテイメント事業・その他の事業

４．グループ戦略
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各セグメント｜第2四半期（4-6月）業績サマリ

モバイル

エンターテイメント

売 上

営業利益

2.3 億

▲1.2 億

（▲59.3％）

（前年は▲0.6億）

新規タイトルのリリースを4Qに予定

インキュベーション

売 上

営業利益

2.5 億

1.0 億

（前年は0.2億）

（前年は▲0.3億）

上場株式の売却益を計上

その他

売 上

営業利益

9 億

▲3.0 億

（前年は0.4億）

（前年は▲0.2億）

ブランディングのための一時コストを計上

モバイルエンターテイメント事業・その他の事業
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１．結論と要約

２．第2四半期決算概要

３．セグメント別状況と展望

①グループ概況

②インターネットインフラ事業

③インターネット金融事業

④インターネット広告・メディア事業

⑤モバイルエンターテイメント事業・その他の事業

４．グループ戦略
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ガバナンス体制強化

インシデント後の各社対応状況

グループ戦略

GMO
アドパートナーズ

・業務体制の改善

・内部管理体制上の改善

・コンプライアンス意識の向上に向けた研修・教育

GMO
ペイメント
ゲートウェイ

・技術的な防止策

・情報セキュリティマネジメントの防止策

・リスク全般のガバナンス体制及び

コーポレートカルチャーに関する防止策

GMO
インターネット
グループ全体

• 全社に向けたコンプライアンス意識の教育啓蒙

• 組織体制の強化
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「強いところはより強く」

新gTLD「.shop」進捗報告
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「.shop」｜契約件数の推移

9月の更新開始に向け各国レジストラとの連携強化

グループ戦略

更新母数が着実に拡大11.2

7.1

23.0

商標権者：申請件数 No.1
先行登録：申請料売上 No.1
一般登録：登録件数 No.1 （開始24時間）

（万件）

2016

9月 12月 3月

2017

6月

18.1
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「.shop」｜事例
グループ戦略

nike.shop

otto.shop
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「.shop」｜事例
グループ戦略

ebay.shop

amazon.shop
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「.shop」｜登録状況
グループ戦略

国別登録割合

25.4%

14.9%

14.8%
10.1%

8.0%

26.8%

米国 日本

中国

ドイツオランダ

その他

海外比率

85.2％

2017年6月末時点：自社調べ
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「強いところはより強く」

金融・決済領域の進捗報告
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金融・決済領域｜アライアンス状況
グループ戦略

各領域で資本業務提携

新ネット銀行
2018年春 開業予定

JV 2016年2月営業開始

株式取得：約97億円（9.37%)

出資：約38.6億円（3.36％）

決済

証券FX

ネット銀行

株式取得：約11.6億円（14.９%)
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金融・決済領域｜ネット銀行スケジュール
グループ戦略

Ｑ3 Ｑ4 Ｑ1 Ｑ2 Ｑ3 Ｑ4 Ｑ1 Ｑ2

要件定義 基本設計・開発 テスト・検証

要求定義 業務・オペレーション設計

コンテンツ準備

マーケティング計画策定

2016 2017 2018

開業体制検討

システム

ビジネス
開
業
予
定

開業に向け順調に進行中

今ここ
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GMOクリックホールディングス株式会社

金融・決済領域｜商号変更
グループ戦略

GMOフィナンシャルホールディングス株式会社
（2017/10/1 商号変更）

• システム・エンジニアリソースの最適化

• WebサービスとしてのUI/UXの品質管理

証券/FX
ネット銀行仮想通貨
あおぞら信託銀行

：7.45％
：7.45％

GMO

GMOクリックHD

：44％
：35％

GMOコイン

GMO

GMOクリックHD
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• 通貨ペアの拡充による取引機会の提供
ビットコイン以外の仮想通貨の拡充
クロス円に加え、クロスドル・クロス仮想通貨も視野に

• 利便性の向上
取引ツール、入金チャネル拡充、セキュリティの向上

• 社名変更によりGMOブランドを活用

金融・決済領域｜仮想通貨の交換・取引事業
グループ戦略

仮想通貨ビジネスに着実な手応え
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「強いところはより強く」

海外はNo.1商材を水平展開
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海外展開｜海外拠点
グループ戦略

世界18カ国 55拠点 1,168人 インフラ

金融

※2017年6月末時点

証券業ライセンス
を取得（2017/７）Thai
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海外展開｜海外売上推移
グループ戦略

対前年

99.6％増

タイ・ベトナムでの
インフラ事業

好調な立ち上がり
売上

22.7

11.4

海外売上
比率

（億円）
6.0％

22.93.9％

6.4％

12.0

3.4％

2015

Q1 Q2 Q3 Q4

2016

Q1 Q2 Q3 Q4

2017

Q2Q1
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海外展開｜事例
グループ戦略

ミャンマーの政府系サイト（eVisa）へのSSL導入が決定

Z.comブランドの認知度・信用度のさらなる向上へ
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